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In the present state of Japanese political and economic circles, medium and small
industries

are at a crisis. As to the wage system, it is distinctly organized in large industries, and it
is

settled at random in medium and small industries.

The object of this study is to disclose an actual cor)dition of wage system in medium and

small
industries and to give principleand standard of their wage system.

〔Ⅰ〕はLがき

日本の政治と経済ほ,戦後アメ1)カ驚本主義の主導

による独占資本主義の再編成過程を通して,一貫した

従属体制をとった占領政策の結果,アメ1)カ菅本主義

の全面的影響の下をこ置かれる甘こ至った｡かゝる国際的

召虫占驚本の従閣下に位置した結果,その根本的変化V-

応じて起った中小=業危磯の問題ほ,世界資本主義体

制の全面的危磯の漢刻化に伴い,これ蓬のような単純

な対策でほ解精し得ない深刻さと多様性とを含んでい

る｡

このような日本の経済社会ケこ課せられた中/J＼工業問

題を如何に解結すべきか,又その視角の潮流と論理と

を如何に汲みとるべきかについて主として賃金問題を

通して分析を行いたいと考える｡

さて,中小工業問題は国民経済の先進国に比較し

て,後進国に於ける程その重要性を増すものである｡

このことは経済的後進国に於いてむ'ま,次の如き特質が

相乗的に作周する結果であるといわれているo

(a)資本主義的生産方法の未発達

(b)前時代的安価な農業労働力の残存

(c) /J､型電力及び動力を使用する白餅機械の発

明

(a)経済問題と労働問題との重畳

(e)競争淘汰の問題と残存利周の問題との混清

これらの結果ほ,イギ1)スやアメ1)カに比較して,

ドイツや目茶でほ申/J､工業の残存多く,これに関する

問題の重要性が自ら加重せざるを得ないことになるの

である｡

〔甘〕中小工業の間零点

申/J＼エ業の問題点を如何なる視伺からとり上ぐべき

かについて,従来の数多い労作を分帯するときは,衣

の三種類に大別することが出来ると考える｡

(1)政治的経済的視角からの分析

中小工業問題を現在の中/J＼工業が持つ政治的経済的

問題と対決の場から実践的な課題として取上げる見解

がその一つである｡かゝる硯卿こ立った方法論ほ,令

日の中/J､工業の危機を,

(a)国家の独立の危襟

(b)平和の危様

(c)国民生活の危襟

と漂いつながりを持ったものとすることになる○

かくて,中′j＼=業の問題は,まさに日本驚本主義の

構造的危襟のしわよせであり,それはまづ,あくまで

も国家権力に結合し,またそれを媒介として外国資本

の従属了-こある日本の独占資本による中小=業の収奪

にあるとするのである｡

申/l､=業が,かゝる従属関係に含まれた,上からの

重圧を,衣/J＼な土地所有と半農奴的零細耕作という日

本資本主義の基磨からたえず排出される莫大な産業予

備軍ないしは失業者の低廉労働力を通して,専ら労働

者階級の上に転壕する事によって,辛くもその生存を

かちえている現実である.従って中/J＼=業は,独占資

本とのつながり匠の㌣こ,中小工業を媒介とする独占資

本と7oロレタ1)アートとのつながりを,定回的搾取の



関係によってカモフラージしているにすぎないのであ

る｡この結果,中小工業自体についても,もはや,大

工業の分身又は塊偏忙すぎなくなるのである｡

かくて,この分類に属する見解は,中/J､エ業の最終

的な問題解決策として,我国資本主義の構造的矛盾を

排除する点におかれること甘こなるのである｡かかる観

点-こ立つ実証的研究こそが,今後をこ要請せられるもの

である｡

進駐軍に対する兵器の修理工の請負賃金がアメ1)カ

の同じ修理工の七分の一にすぎないということは衆知

の事実であり,航空横棒Kジェット塀のオーバーホ-

ル(分解修宜)に関しても同様の事実があげられ,紛

舶,磯閑宙,貨車が,何れもコストを下廻った出血輸

出であるという事実,火砲,鉄砲辞,軽火蕃等の生産

国係についても,請負単価のコスト割れが伝えられて

いる｡

これらの事実は何れも我国における政治的,経済的

完全独立の確保と,各種政治経済の板本的改革なくし

ては解決しえない問題である｡

アメリカの資本主義の支配下での日本の独占資本主

義に対して,中小工業確立の革命的コースは,政治経

済の革新と中小=業の技術的向上とその合宜的,右横

的協同化に求めるほかはないとするのである｡

(2)構造的又ほ経済技術的硯伺からの分析

第二の鞍塾に属するものほ,中小工業問題を,日本

の資本主義の才葺造的特質と,その非合理性との関連に

於いて捉えんとするものと,経首の技術的条件や最適

経営親模の問題として捉えんとするものとの二つであ

る｡

(a)我国の独占資本主義下ケこ於いて占める中小工

業問題をその非合選的な我国独特の経済的,経営的,

葺藁造約諾矛盾の中に捕えんとする場合,一敗に指摘さ

れるのは次の如き,

(A)社会的条件 (少資本,低信用)

(ロ)経営内的条件 (集約労働,低賃金)

n 競争的条件 (多量異質の競争者)

であった｡

元来中小工業によって占められる産業部門は,多く

の場合一応外見上存立の三監由はありながら,社会経済

的にその存立の地盤は大工業や独占資本によって直接

又ほ間接に,いわば受動的に動揺せしめられ合理的展

開が妨げられる場合が少くないのである｡これらの部

門ほ需要供給の狭められた関孫から,中小の弟模で成

立するが,そのよって立つ成立条件が動揺的であつ

て,矛盾多き不親則な経営群によって支えられ･叉そ
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れをとり囲む外的な条件も,技術的変動とか,不凍則

な市場的競争とか,国民経済の不均質な経営構造の成

立とか,不合理な中/J､エ業の内部構成とかによって始

めて存立せしめられているのである｡要するにこれら

は独占資本の運動法則の場V-さらされながら,異質的

雑工業群なるが故匠存続せしめられるのである｡従つ

て独占資本活動展開の軌道に表われる矛盾としての中

小工業の存在を説くものであるから,何れは大塊模合

理性Kよって解滑されねばならないことになるであろ

う｡たゞそれが存続するのは,社会に於ける独占資本

忙よる生産鞄量と中小=業軒こよる生産稔量との量的比

重の問題におきかえられるように考えれる｡

(b )中小工業問題を経営の技術的条件或いは最適

経営親模の観点から説くものは,経営に於ける最適経

営親模の技術的制約からくる異質的分布軒こその取越を

求めるものである｡この場合にも中小=業は,大工業

に伍して平均利潤を逢得し得る限界線に立つ場合が多

く,特定の地方,特定の時期,特定の業在に於いて成

立するのが普通である｡

勿論経営の技術的条件や諸種の原因に基づく非合理

性ほ充分考慮さるべきであるが,結果としては独占資

本による搾取を合三塩化するか,或いは中小工業の発展

を抑制せんとする限界を親定するに過ぎないとも考え

られる｡

現在中小工業に於ける独立形態をとっているもので

ち,又独立資本の複葉臣多様な収奪のメカニズムの,FK

直接的従属国係におかれているものでも,稔体として

みれば間接的蓬回的な支配収奪の下に置かれその存在

の板拠を次第に奪われゆきつゝある現状であるo

要するに中小工業問題ほ独占資本に対して対等にそ

の経営を経済に適応せしめ得ない点に帰着するのであ

るから,何らかの蓮由に基づく不完全競争が存在の前

挽を形成するものであるとなす盤論であるとなし得る

であろう｡

(3)特殊の視角からの分析

第三q)類型としては,以上の何れにも入らない中小

工業問題論であって,その数ほ非常に多い｡これらの

中には特定の業種,時定の時期,特定の場所における

中小工業については妥当する卓越した∃塾論である場合

もあるが,中小工業全体としてはとり上げ難く,多く

の場合独断論に傾いて客観的科学的分析紅放ける場合

が殆んどである｡

このような一定の目標や方法論に敏けた立場から中

′J､工業の問題点を抽出することは,しらずしらず独占

資本の立場を擁護する結果になっている場合が多いの
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である｡

〔妊〕中小工業の賃金制度

(1)我国中小工業の低賃金問題

戦前の我国工業への原料供給の基盤は,すでに日

清,日露の戦勝以来,中国朝鮮の原料資源を利用し,

特に満洲事変後は支部大陸の資源に対する直接支配を

褒め,更に東南アジア諸国に対しては,製品輸出によ

る原料資源の確保襲努を苛化し,かくて中国及び東南

アジアに対する帝国主義的原料資源の支配を完成し

た｡この外,主要な食料についても,主として中国及

びアジア諸国からの相互貿易によって補はれてきた｡

敬戦の結果,我国帝国主義の基盤となっていた植民

地,半植民地は失われ,軍需ほ消滅し,生産設備は破

宴又は極度に老朽化し,国民は毎度に察乏に陥った

が,特に敗戦直後の混乱期に於いてほ,生産は確度に

低下し,イ/フレとヤミ経済が横行した｡アメ1)カの

占領政策から言っても,日本の軍事力を一時破要し,

独占資本の力が一時弱化された後には,日本経済を磯

構的にアメ1)カ経済の従属下に置いた上で,独占資本

を硬化育成することが必要であった,占領下の日本工

業の生産回復は,この様なコースの上に賓力な国家の

保農政策に擁護されながら実現されたものである｡こ

の過程の進行に伴い,中/J､工業は,独占資本の集中化

と生産の集積化に反比例して支配せられ淘汰せられ

た｡

戦後に於ける我国中小工業の不摂,裏返はかゝる一

連の経済現象の結果導き出されたものである｡従って

中小工業WL一於ける低賃金は,必然的に中小工業の鰐乏

と共紅,救い葵臥､状態に置かれたのである｡

今日K於ける中小工業の危磯とその低賃金問題のよ

って来る諸原因は種々あるけれども,之等を要約すれ

ば次の如くなし得るであろう｡

(a)内外平和市場の狭陰化

(b)デフレ政策の中小工業への浸潤

デフレ政策の基幹となった大蔵省の市中金融額関に

対する融資弟制に関する通達は次の如き項目からなつ

ている｡

H)信用供与の抑制

(ロ)設備資金の抑制

レl運転資金の抑制

肖 系列融資の弟制

㈱ 貸出内容の健全化

(c )課税の重圧の量質的な激化

(d)原料高,製品安の実体

(e)下請関係の悪化

次に,中小工業の経営的難点は次の如き原因によつ

て起っているものと一腰には説かれてい8.o

(a)経済性,生産性,収益性の低皮なこと

(b)協同組合,同業組合等の組蓑削ヒの不充分な

こと

(c)中小工業の系列化の未発達なこと

(d)助成摂関の不整備なこと

一位に経済的不況の現象は,

(a)金融部門

(b)流通部門

(c)財第一肢部門

(d)生産部門
●

(e)企業全体

の順序で汲及するものである｡

中小=業の多くは現在金融勇払 資金難の状態から涜

通,財務-肢,従って企業全体に及ばんとし,倒産廃

業に到らずとも,売行不摂,受注瀕,売研金回収難,

借入金返済等のため,過剰人員整理,賃金遵払,経営

難に陥りつゝある｡

(2)中小工業に於ける賃金の特色

(a)中/j､工業に於ける賃金水準の特色

(1)賃金と生活費との一体化

我国の労働人口は零細耕地に依存する小農の家庭か

ら供給される莫大な産業予備軍により絶えざる増加の

危険Kさらされている.このことほ,反面中小工業に

於ける賃金水準の低下の原因となっているのである｡

事実上,中小工業に於ける労働者の賃金は,その生

活費と一致し,殆んど下げられない限界紅まできてい

る｡

東京都Ⅰ区に於ける職業安定所求人票に現われた賃

金の最高最低一覧表を示せば別表の如くであるo

ここの求人関係担当者の述べる所によれば,これら

の企業に於ける最低賃金の多くは中小工業からの申込

であると言うことである｡男女工貞の賃金が-ケ月三

千円程度の場合には,恐らく生活費をも偉い得ないも

のと考えざるを得ない｡

賃金と生活費とが一致する場合に於いては,災厄の発

坐,疾病,物価騰貴の起る場合にはたちまち生活に脅

威を感ぜざるを得ないから,日常生活を不安ならしめ

ることになる｡

(ロ)賃金水準の停滞

大工業と中小工業について,その初任給を比較すれ

ば,甚しい格差ほ見られない｡東京都甘こ於ける本年度

十卒業生についてその標準賃金を示せば次の如くであ



産業別賃金表(東京都Ⅰ区)

草葉別 性別 最低 最高

建設業
輿 3,500 12,000

女 3,500 6,000

食料品業
輿 3,000 -10,000

女 3,000 6,000

紡描業
男 5,500 7,500

女 3,500 4,800

衣服製造業
輿 3,000 13,000

女 3,000 8,000

木.材業
一一房~ 3,066q 24,000

女 3,500 8,000_

印一別出版業
輿 屯000 15,000

女 3,000 6,000

化学エ業
輿 6,000 10,500

女 3,0面~ 6,000

ガラス業
i=jR 3,000 9,000

女 4=.500 6,000

金属製造築
輿

ー~頁一

3,900

3,900

15,000

6,000

磯械製造業
輿 4.,500 15,000

女 4"000 6,Oof-

電気機械業
輿 4;,500 15,OQO

女 3,9.00 6,000

輸送機械業
男′

女

5,000 15,000

6,00041500

精密機械業
輿 7,000- 18,000.

女 5,500 7,000

卸費業 .男
3,000 13,500

女 3,00CL 10,000

小売業
男 3,000 10,000

女 2iOOO 8,000

金融保険業
輿 3.000 13,000

女 3,500 7,500

陸運.莱
i5 7,000 15,000

女 4..,000 8,000

水道業
輿 4,000 9,000

女 3,000 6,000

サービス業
輿 4=,5QO 15,000

女 2,500 6,000

る｡

( i)中学卒業生 4,500円

(ii)高校卒業生･ 6,500円

この標準賃金は,大工業及び中工業軒こ於いては,多

くの場合与えられている様である｡然し小工業及び職

業安定所を経由しない雇傭や臨時工軒こ対してほ実施さ

れていない様である｡

この様紅,中小工業ほ大工業ケこ比較して,その初

任給に於いても或程度の差異はあるのであるが,問題

紘,その後の昇給の程度,即ち賃金水準の停滞如何の

庶である｡中小=業の或るものむこついては,数年に亘

り昇給が行われず,程々の口実を設けてその昇給を延

1
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引しているのが実際である｡この結果,初任給に於い

てはさしたる差異はないにも拘らず,勤続年数の経過

するに伴い,大工業と中=業との間には,賃金水準の

格差が益々拡大するものである｡

レ1景気変動への対応性

中小工業に於ける賃金水準の特色の一つは経済社会

の景気上昇と共に引上げられ,沈滞と共に解雇,現状

維持,引下げ等の経過を辿ることである｡我国では,

昨秋以来金融引締の影響が中小工業へのシワ寄せとな

って現われてきているのであらゆる面に於いて景気の

悪化がみられている｡

東京都で次の十二工場について実態調査を行った結

果,

東京老汚S区 1 Cビストy株式会社

2 N横械工業合資会社

3 H毛蕃英株式会社

東京都K区 4 S工業株式会社

5 M薬品株式会社

6 Nラノブ株式会社

東京都K区 7 T果精食品株式会社

8 Lメ1)ヤス株式会社

9 Mベニヤ製作株式会社

東京都0区10 S印刷株式会社

11 S電気器具製作株式会社

12 Tケミカルガラス株式会社

その受託量の状態を見ると次の如くであった｡

(i)受諾量の増加せるもの ニエ場

(ii)受話量の無変化のもの 四工場

(iii)受数量の淑少せるもの 六工場

次に,売上聡節について見ると,次の如くであつ

た｡

(i)売上高の増加せるもの こ工場

(ii)売上高の無変化のもの 五工場

(iii)売上高の淑少せるもの 五工場

更に,賃金水準匠ついては,十=工場中,引上げた

所は殆んどない｡たゞニエ場だけが,五分乃至一割の

引上を行っている｡これはMベニヤ及びS電気蕃具製

作工場セあった｡然しこれも,定期の昇給又はそれに

近い性質のものの様に考えられた｡

この様に賃金水準はいくらか上ったものもあるが,

大体に於いて変化なく,依然として,

( i)男工 8,000円-9,000円

(ii)女工 4,000円-5,000円

と言う様な,甚だしい低賃金の様であった｡

然し朝鮮事変中ほ,一万円以下の男子工員ほ企業に
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よっては殆んど見られなかったと言われている｡それ

も大体に於いて賃金水準の引上と言うよりは,残業,

歩増等Kよる手取金の増加が著しかったと言われてい

るc,

串 陽の当る工業と陽の当らない工業との対照性

独占資本を背景とした大工業は,陽の当るエ業とも

言われる如く,経営状態もよく,賃金もー肢甘こ高い

が,金融引締によるシワ寄せと,大=業の収奪にあえ

いでいる中小工業ほ,経営も悪化し,賃金も安く,正

に揚の当らないエ業とも言い得るのであろう｡叉同じ

く中/J､工業の中でも,比較的好い環境と好い条件に恵

まれている業種に於ける賃金に比較して,悪環境と悪

条件に苦しんでいる陽の当らない工業に於ける業種の

賃金は悲惨な状況にある｡

琴書在比較的好景気を特続している=業としては,セ

メゾト,石油,ベニヤ,段ボール,陶磁器,電気器

具,一部の化学工業,食品工業等の如きがあり,これ

らのエ業や,これらに関連する中′J､工業に於ける賃金

水準は,現在悪条件下にある製鉄,製鉄,造騎,防

績,紡瓢石炭工業やこれに関連する陽の当らない中

小工業に於ける賃金水準よりは,高いのは当然であ

る｡

これらの中でも勿論労働経合鍵遊覧の蛮力なものと然

らざるもの,団体交渉の巧拙等により一概には論じ難

いが,陽の当らない,デフレと金融難に悩まされてい

る中小工業に於ける賃金水準は,非常に低いことが,

調査の…陪果実証された｡

(b)中/l､工業に於ける賃金制度の特色

各種企業の賃金制更について,それらに共通した構

造内容を抽出するならば,

(i)生活給と見られる本人給,年令給,勤続

給,家族給,地域給,冬営給,などと,

(ii)能力給と見られる職階給,能率給,奨励

紛,出勤手当,職種給,請負槍,役付

紛,超過勤務,特殊労働,特殊勤務など

なる二系統の給付に大別することが出来る｡

大工業に於いては,明確な賃金制庶を規定し,その

構造内容を科学的,系統的に研究して,各種の給付を

配列しているのiこ対して,中小工業に於ける賃金制度

紘,如何なる特質を有するものであろうか｡以下その

主要なるものをこついて概説することにする｡

(i)賃金制度の存在しないこと

申/J､エ業に於ける賃金制度の特色は,明確なる賃金

制琵そのものが存在しないことが,第一の特色であ

る｡

東京都の中/J＼=業について,既述した十二企業に於

ける賃金制度について調査した結果,

( i)労働組合が結成され,賃金制度が団体交渉

により確定されていたのほ,二企業中こつい

てゞあり,

(ii)賃金制度の存在を,各工員が確認している

ものは,七企業紅ついてゞあり

(iii)賃金制度の存在を知らないものが三企業あ

った｡

今回調査した東首都の中小工業についての契態ほ,

名古屋市の中小工業についても,同様のことが見られ

るのである｡一役紅,中小工業については,明確な賃

金制度の存在しないものが,少くないことを確認する

ことができるのである｡

(ロ)賃金制産が科学的,客観的でないこと

中′J､工業の中には,賃金制度は存在していても,そ

の構造内容が科学的,客観的でないものが少くない｡

例えば,労働時間についても,比較的不規則なもの

が多く,調査十二工場中,残業についてみても,

(i)残業手当を支給しているもの 10企業

(ii)残業することがあっても,残業手当を支給

していないもの 2企鮮

であり,家族手当について見ても,

(i)家族手当を支給しているもの 三企業

その中でも,その金額については,三者共

に異なり次の如くであった｡

1扶養家族 一人
SOO円

二人以上 200円

2 扶養家族 一人
300円

二人以上 150円

3 扶養家族 一人 200円

二人以上 100円

(ii)家族手当を支給していないもの 九企業

であり,従業員の交通費について見ると,

(i)交通費を負担するもの 三企業

(ii)交通費を負担しないもの 九企業

であり,従業員の出勤その他の奨励給について見る

と,

(i)奨励給を支給するもの 4企業

(ii)奨励給を支給しないもの 8企業

であり,工場長,職員等の役付手当について見ると,

(i)役付手当を支給するもの 9企業

(ii)役付手当を支給しないもの 3企業

であった｡

(′1)賃金制度の管理が個人的,感情的であること



中/J､工業に於ける賃金制度は,戦後忙於いては生産

'給を基準とし,しかも最低生活費に釘付けしてきた

が,最近は能率給を加味するK至っている｡昨年下半

期以来デフL,政策の浸透により,賃金は昇給すること

なく,殆んど停滞していることは既述の如くである｡

然し名目的に賃金の引下られた=場は一個も見られな

かったが,経営者が個人的に従業員の解雇,定休日の

設置,残業廃止等により,実質的な賃金引下,負担の

軽淑をほかつている様であった｡

この様に経済社会の景気悪化の時期に於いては,質

金制度を個人的事情によって左右し,賃金の増加を種

ふの自棄を設けて行わないのが常である｡頁打･,極端

な例としてむ土,作業態度,塵晶について苦情をいゝ,
感情的にその工場に居たたまれなくした様な例も見ら

れた｡

中小工業に於ける労働者の賃金は生活費,能率,技

能等を勘案して,経営者により経験的V-決定せられて

いる場合が多い｡従って経営者は経済社会の景気や企

業の収益状態から主観的VL判断し,その賃金の決定を

行っているのである｡

調査した十ニエ場の中で,名目賃金を引下げたもの

はなかったけれども,坂引先から不渡手形を受取った

為に,賃金支払を延期しているものが一企業あった｡

中小工業に於ける賃金制度の特色は,以上述べた如

く,賃金制度そのものが存在しなかったり,賃金制度

が合理化されていなかったり,賃金制浸の管理がでた

らめであったりする所にあるのである｡

今後は賃金制度の合理化,科学化,有頭化につい

て,慎重な考慮が払われなければならないと考えられ

る｡

〔1†〕東京都と名古屋市に於ける中小工算の貸金に

関する比較研究

中/J､T_業に於ける労働者の賃金は,一般的に大=業
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に於ける労働者の賃金に比較して,低廉であるのみな

らず,その決定方法も非科学的,非論理的であること

が明らか書こなったo

ここに於いて,再び問題を深くほりさげて,具体的

に,東京都の中小工業に於ける労働者の賃金が,何故

に同一叉ほ類玖の業種については･,名古屋市の中′j､工

業に於ける労御者賃金よりも高いかという点につい

て,解明してみたいと考える○

東京都と名古屋蹄との中小工業に於ける賃金を比扱

して,その相違の原田を検討した結果,大体次の三つ

の原因によるものであると結論しうると考えるo

(Jl)生計費の相違

(ロ)労働市場の広狭

(,1労働生産性の差異

以下これらの原因について,順次究明を加えること

むこする｡

(1)生計費の相違

東京都と名古屋市のヰ/l､工業に於ける賃金の差異は,

何によって起るかという点について第一に問題となる

のは,生計費の相違である｡

さて,生計費の相違を何に基準を置いて測定すべき

かは,困難な問題であるが,その手がかりを一般に物

価指数に求める立噺蟻も食塩的であるoもつとも,

この場合-肢物価指数K客観白勺価値の存在を認める

か,或いは客観白物価纏数の存在を否定し,個々の部

分的,特殊的物価指数によってこれを測定する立場を

認めるかは困難な問題であるo

ここでは,
-肢物価指数の代りに種々の特殊物価指

敬,例えば生産標準物価指数,取引層準物価指数,潤

費標準物価指数,滞費者物価地域差籍数等の中から･

消費者物価地域差指数をとって,一応の標準と.してみ

たいと考える｡

東京都を始めとして我国忙於ける六大都市の滑費着

物価地域差指数を元連ば次表の如くである｡

滑賢者物価地域差指数 {稔鐘府統計局詞,基準東京-100)

都市

1951.4.〉6 1951.7′〉9 1951.10～12 195豆.1～3 1952.4"6 1952.7-9

駄合食料
駄合I食料

稔合食料 稔合食料 羅合食料l 稔合弓食料
東京 100.0 100.0!100.0 100.0 !100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0- 100.,0100.0

横浜 97.3r99.1 99.0 98..0 97.4 98.4 97.8 97.7 97.7 99.598.5三

名古屋
､94..693.2

94.7 92.1 93.6 92.6 94.4 92.9 94..8 95.495.4

京都 99.9i99.8 102.4; 97.4! 99.8 98.7 100.3 9_9.3 102.5 101.71105.5
‖

神戸 103.4 102.9 101.9 103.0
･99.9

1b1.6 99.3 101.4 101.51102.4
大.防 102.5 104.1 100.2

iJ .103.2100.3
192.2 1b1.0 1qA.岳 1甲.ll__子o苧_:5二

これ-こよってみれば,名古屋市は他の都市に比較し て最も滑費者物価番数は低く,婦中こ東京都甘こ比較すれ
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ば稔合及び食料に関する消費者物価指数ほ大体平均し

て5%程低い○

もつとも,消費者物価指数の相違は,直ちに労働賃

金の相違を示すものであるとは言えないが,これをも

って一応の標準とするのは妥当であると考えられる｡
今回の東京都紅於ける十二の中小工業調査の練兵判

明した賃金を,同種工業の名古屋宙に於ける賃金と比

較した結果も,
･又東京都Ⅰ区に於ける職業安定所への

労働者雇入申込賃金を,名古屋市N区K於ける職業安

定所への労働者雇入申込賃金とを比較しても,大体5

a/aKL_近い相違がみられた｡

周に東京物価調査会の発表した職業別真金表を見れ

ば,別表の如くであって,こ土でも東京都と名古屋市

との間Klは,大体5%内外の賃金の相違がみられるの

である｡

職種別賃金表

東京物価調査会(1953)

職種 東京∴ 名~古屋

大エ
円--. 円
515■ 495

左官 515 500

石工- 545 515'

土工 三池5J 31?

板金工 47岳 470

鹿エ 515 495

鉄骨エ 515 495

鉄筋-エ 515 495

煉瓦積工 515 495

コ/ク~1).-トエ 47年 455

製材エ 475 455

硝子コ二 475 455

雑役 225 235

これらKよって東京都と名古屋市との間には大体5

%程度の生計費の相違がみられ,これが中小工業に於

ける労働者賃金の相違となって,現わa7Jてきていると

断じうると考える｡

(2)労働市場の広狭

労働市場とは,労働力の供給者たる労働者とその需

要者たる企業家とが,一定のとき,一定の場所に於い

てその要求を充足しうる市場をいうものである｡従つ

て,そこでは需要者と供給者と?,それぞれの希望条

件,労働人口,資本の多少などによって,具体的な労

働者の作業場所,労働時間,労働賃金が決定せられる

のである｡景気変動の汲によって労働者賃金その他の

労働条件が変動することは,衆知の事実であって,好

景気の時は労働人口に対する需要多く,賃金その他の

労働条件は,労働者に対して有利であり,不景気の時

紘,その反対であるo

かくの如く,労働市場とは労働力の自由な,自然的
な,交流可能な範囲を言うものであるから,一般的に

はある産業区域を中心として流れる労働力の需要と供

給の状態によって,労働賃金が決定されること紅なる

のである｡

労働市場に於ける労働力の需要と供給との状態並び

乾その結合,不結合の状態を公葬職業安定所の求人票

及び求職票により集計分析して,昭和27年6月労働省

労働統計調査部並びに名古屋市中職業安定磨から発表

された資料に基づいて,東京都と名古屋市との労働市

場の概況を比較することにする｡

(a)
_労働市場の地域的,人口的,所要金森的構造

内容は東京都と名古屋市との間には比較にならない程

の相違がある｡更乾その労働市場の特異性をみると東
!∃

京都は比較的労働条件もよく巨大な労働力の需要地城

を背景tしているために,労働力の過剰率は短めて苗

く失業者増加の傾向が認められる,このことは,数字

上は求職者中,就職しうるものは20%内外に過ぎず大

部分の求職者は不滑化の状態で示されているo

名古屋市の労働市場匠於ける労働力需給の一段的特

徴は昭和二十三年から昨年忙至る迄は,特紅供給労働
臣

カの相対的不足を招き,.需要の充足が非常に困難な状
r

態にあったということ′である.これはこの市場紅於け

る需要が,紡耕業や中小横磯番兵工業を主とする軽工

業からの需要が基礎になり,しかもこれらの需要は労

働条件の比較的低い無技能工乃至は半技能工に喝して

いるからである｡

一般に労働市場に於いては,男子埠女子よりも供給

労働力の過剰が著しいのであるが,特に名古屋市の労

働市場に於いてほ女子の求職者の不足は甚だしく,戟

中紡蹟女工を主とする紡綜関係=葉に対する供給労働

力の調達は極めて困難であって半数に近い求人が未充

足となっている｡

再来,名古屋市の労働市掛ょその衛星都市からなる

労働力供給源をひかえ,しかもこれらの地域で比較的

調達し易い半技能工乃至無技能エの需要を基盤として

いるにも関らずその不足を招いているところに,この

市琴に於ける需給調節の困難さがあり･大きな問題が

存在しているo

(b)東京都を中心とする地域と名古屋市を中心と

する地域に於ける労働市場の労働力需給及び結合状況
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を分析すれば次表の如くであるo

過剰率-
畢職者数一成人数
求人数

× 100

充足率芋=

就職率-

労働市場需給及接合状況

充足求人数(就職者数)

求人数

就 職 者 数

東1虚丁膏~~衰
●

昭和27年6月

地域別圭一計過Ftl男率%女
ー充足率%

計(_由｢妄~

就職率%

計】男】女
###i165.520"113.1.

58.157.958.3 23.620.230.2

円

名古屋市L23.139.42.8
56.558.354.3 43.942.346.6

.次に労働力の需給及び結合状況の如何により,主と
して過剰率の多少を中,E)として観察すれば.次の如き

三つの類型が存在することを発見する｡

( i )労働力の供給過剰型(過剰率200-%以上)

この類型は,一般事務員がその代表的なものである

如く,求職者が給与条件のよい都市の職業-殺到する

という労働力の涜動法則となって表現されるものであ

るo しかし多数の求職中には,職業匠対する所要要件

を具備していない不適格者も少くないのであるo何れ

にしても,この類型に属する職種への就職は極めて困

難である｡

(ii)労働力の供給過少型(過剰率50%未満)

この類型は,販売店貞,外交員等がその代表的なも

のである如く,供給労働力の不足によって求人者側の

雫要の過半数が未充足に終っている職種である｡この

類型に属する職種への就職ほ比較的容易であるが,そ

の採用条件,附帯条件等について種々考慮すべき問題

が含まれている｡

(iii)中間型(過剰率50%-200%)

この類型は,名古屋市を中心とする労働市場では会

計事務員,外交員,自動車運転手,プレスエ等が含ま

れているのであって,それぞれ複雑な要因をもってい

るので,需給関係の差異ほ比較的少いのが特徴であ

る｡従ってこれらの職種に於いては,主として特殊の

知識,技能が必要であるから求職者がある程度限定さ

れており,供給過剰型にみられるように不適格者が集

中することなく,就職率乃至充足率も比較的良好であ

るのが常である｡

全国に於ける磯錘痢無感及び結合状況と,名古屋市

を中心とする地域K於ける職種別需給及び享陪合状況と

杏,名古屋市中職業安定所調査課の資料によって示せ

ば次表の如くである｡

職種別需給及結合状況 昭和27年6月(全国)

類型 帯型別 職種 過剰率%
充足率%E就職率o/a

Ⅰ 労働力の供給過剰塾
一般事務貞
会計〃

自動車修理エ

770.0

682.4

653.0

61.114.4=

65.816.0

70.618.8

1 労働力の供給過少塑
外交員

販売店員

-26.636.633.6

p88.655.133.7

I 中間型

自動車運転手

鋳物エ

金属プレス工

施盤エ

311.573.8121.1
244.292.3I12.3

140.568.9∃25.4

321.Of76.3I28.1
職種別需給及結合状況 昭和28年4月(名古屋市)

類型 類型別 職種 過剰率%
充足率%i就職率0/a

Ⅰ 労働力の供給過剰型

-綬事務員
521.9 37.56.0

電話交換手 233.3 1(氾.030.0

洋裁師 205.0 65.0~21.3



SOつ

Ⅰ労働力の供給過少型

自動車修蓮エ .53.8
38.5 13.6

販売店貞 -26.6 29.5 25.0

l鋳物エ 28.0 56.0 40.2

旋盤エ 16.3 68.8 43.8

1
H
i 会計事養員 388.9 66.7 59.1

】

‡空中間型
外交貞

自動車運転手

プレスエ

191.9

163.2

187.5

13.5

47.4

125.0

5.6

18.0

43.5

さて,以上の統計数字によってみれば東京都を中心

とする労働市場に於いては過剰率が高く大量の不洞化

労働力が示されているのに対し,名古屋市の労働市場

に於いてほ過剰率も少なく,就職率も二倍以上の比率

を示している○

次軒こ,これを職種別にみると,東京都の労働市場に

於いては,知的労働力,高度の技能労働力の供給過剰

にも関らず職種に対する適格労働力の相対的不足から

くる需要の未充足が現われているのに対し,名古屋市

の労働市場に於いては,軽工業部門に於ける需要基盤

の弱さからくる不洞化乃至未充足が示されているoこ

れらの問題の解決に当ってほ,特に労働市坂の合理的

組磁化と需給の地域的均衡を調整する労働力の流動性

を促進.･妄二._強化する必要があるのであるo

｢c - 労働市場の広狭の差は如何なる影響を賃金に

対して生ずるかという点Kついてみると次の如

き項目を挙げることが出来る｡

H)労働力の需要者は,労働市場が広く,大量異質

の供給労働力がある場合に於いてはそれらの中から質

的に優秀であり,自己の企業に最適なものを,比較的

自由に選択し得ることになる｡しかしながら他企業と

の競争,労働者間の能力比較,労働者の意思の尊重等

の必要から相当高密の賃金を支払わなければならない

であろう｡

(ロ)労働力の供給者の側に於いても,労働市場の大

なる場合は,多量の同種労働力供給者の存在を知ると

共に多量異質の大規模な労働力需要者の存在を期待し

得ることになる｡従って自己の知識,技能,性格t,T-最

適な労働力需要者を広範囲の労働市場から選択してこ

れに応ずることになるから,比較的高い賃金を獲得し

得ることになる｡

(′1生計費の増加による賃金の差異を生ずることで

ある｡労働市場の広大なことはそれだけ背後人口の多

いことを意味し,必然的に生計費の向上と賃金の増加

を来す結果となるのである｡

肖 交通費,文化費の増加が賃金向上を生ずること

である｡労働市場の拡大と共に,地域の拡散が起り,

企業に関与する労働者の交通費は増加する｡それと共

に都市に於ける文化施設を利用する横会も増加するこ

とになるので,文化費の負担も増すことになる｡これ

らの結果,必然的K賃金の増加を来すことになるので

ある｡

(3)労働生産性の差異

東京都と名古屋市との中小企業について,既述の十

=工場に関する実態調査の結果を比較してみると,作

業工賃,請負工賃,下帯負工賃の間に約10%の開きが

あとことが判明した｡

かかる結果を生ずる原因についてみると,東京都の

場合には,製品の広告宣伝がゆきとどき,販売量も多

く･販売価格も高いことであるo従って同種の琴晶,

同系統の加工品についても,その商品価値,売ゆきに

相違があるので,こそに従事する労働者の賃金紅も差

異を生ずることになるのである｡

労働生産乃至は労働力による附加価値の相違の具体

的実例としては,団書印刷費を挙げることが出来る｡

東京都に於ける9ポイyト, A5判の組版代の標準価

格は1亘(1000字以内)につき350円であるのに対し

て,名古屋に於ける同一組版代の標準価格は, 1貢に

つき300円である｡

外にも,同種損械の部品の加工請負賃金について,又

同系統の化学工業の労働者賃金についても同様な事実

の存在を確認することが出来た｡

これらの場合に於いて,最も市場価格の低い製品を

生産するものは,辛うじて所要経費を償うか,場合に

よっては加工賃金をも支払いえない状態である｡

以上の如き東京都と名古屋市との労働生産性の相違

は,あらゆるエ業についてみられる所であって,これ

らが賃金の差異となって現われてくるのである｡

(Y)中小工業の賃金対策論

中小工業の賃金対策ほ,もともと中小工業問題に対

する基本的視伺から出発しなければならないものであ



るから,中/]､工業問題に対する視伺が同一でない如

く,中小工業の賃金対策も多昧に分れ,必ずしも一致

をみていない｡ しかしこれをその類型甘こよって分て

ば,中小工業問題に於ける場合と同様に,大体三種類

となすことができる｡

(1)アメリカの対日政策の転換と推移に国連して

,日本基埴化の趨勢,軍需生産の拡大,経済恐慌深刻
化の傾向ほ,国際苛虫占資本に従属することVLよって,

最大利潤の分前甘こ預かろうとする独占資本と,アメ1)

カの荷田主義に反対し,民族産業の防衛,平和産業の

擁置,日中貿易の促進を唱え,日本の政治的経済的独

立を主張する民族資本との対立関係を明白ならしめ

た｡

かくして今や多少の犠牲を払っても世界の平和を守

り,民族の独立を確保し,自力経済確立の決意をもつ

て立ち上らなければならないとする一連の学者があ

る｡

かかる学者の主張する論拠としてほ,

( a)中小工業や労働大衆を育成する政治経済の

確立

(b)海外貿易,特に日中貿易の積極的拡大

(c)平和的民族産業の防衛と民族独立の確保

(d)国内大衆の経済生活の水準の向上

等を挙げることが出来る｡これらの基本的な要望は中

/1､企業者,労働者,農民からなる国民大衆の間に完全

な一致点を見出すものであり,この基本的な一致点を

基盤として労資協調の場を実現すべきであるとなすの

である｡

この見解によれば,中小工業に放ける賃金は直接国

家の中′J､工業保護育成を目ざす政治経済政策の推進と

共に,中/j､工業の発展,その労働者賃金の向上安定を

みるに至るのである｡

(2)第一の見解とほ対立する理論であって,一応

日本経済の当面する危墳を容認しながら,中小工業問

題の対策を現実の国際関係,国内政治経済の民主化の

方向に於いて,有効適切な中小工業環興政策の推進を

はかり,その賃金問題をも解決せんとするものであ

る｡

これは,資本主義の修正改良という社会民主的立場

･を代表する所の理論と解せられるものであって,それ

ら学者の主張する論拠としてほ,次の如きものをあげ

ることが出来る｡

(a)金融対策

輸入原料に対する外貨の割当,資材,電力に対する

国内割当,国家資金による中小工業の金づまりの打開
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などの金融的対策を主張するものである｡

(b)合理化対策

経営規模の適正化,財務管理の合理化,販売管理の

合理化などの経営合理化による中小工業の窮状打開を

主菜するものである｡

(c)粗相化対策

中小工業の勢状は,その大量異質に原因するが故

に,中小工業者相互の自覚V-もとづき,その組合紙碑

の結成促進Kより,効果的打開の道を騒くべきである

となすのである｡

これらの見解は,国家或いほ経営の合理的な改善

によって,中小工業苦境の状態が打開されるという仮

定VL立つものであって,最も常識的ではあるが,やや

マ,/ネ.)ガムに陥って,進展の跡がみられない観があ

る｡

更に,これらの理論の中には,理論としてほ成り立

つが実際上は中々実現し難いものが多く,現実の中小

工業に於ける労働者賃金をこ対しては,やや理論倒れに

なりがちである｡

やほり,中小=業にとっては,ケ-ス｡バイ｡ケー

スという立場一事たった具体的な保護助長策が必要であ

り,かかる公私横国の拡大充実が頚く要望せられてい

る｡

(3)以上の外に,.中′J＼エ業に於ける賃金対策とし

てほ,中小=業の安定硬化をはからんが為に同種工業

著聞の連帯や,独立経営意欲の雪封ヒを説.く理論や,関

連産業の苛酷な生産条件や資金的圧迫については苦情

処理塀関の如きものを設けて公正K解決を計るべきで

あるとなすもの等があるが,特に方法論として注目に

価するものは少いようであるo

(Ⅶ)む す ぴ

この論文はt本年三月名古屋市経済局長の委嘱をこよ

る中/J､=業の賃金制度に関する研究の結果でき上?た

ものである｡

元来,中小工業をこ於ける労働者の賃金制皮は,本文

中に述べた如く,大=業に於ける労働者の賃金制度に

比較して,主観的,綜合的,非科学的である為に,そ

の調査研究が極めて困難であり,充分に予期した様な

結果が明確に把壊し得なかったことは,非常に遺憾で

あった｡

現在,我国の経済社会に於いては,独占資本による

中小工業の収奪,その結果生ずる中小工業の窮乏落

層が見られつつある一方,現実にほ,しいたげられて

も屈しない申/j､工業の大群をみることができる｡これ
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らの中小工業に対して,今後の進むべき指針を示すべ

き学者の研究が当面しつつある危墳のどんぞこに於い

て期待せられている｡

我々は,我国経済構造の特質と,中小工業の種々の

状態と,その相互関係を認識し,今後の発展法則を見

出さなければならない｡この場合法則の科学的,客観

的,一元論を認めることは非常に容易であるが,この

原則を新しい社会現象の上に,具体的尺度として会式

的に適用することは危険である｡

かくして,既成の≡匪論や資料や統計を唯一のよりど

ころとせず,額に汁した実態調査の必要性と重要性の

認識を,更に一段と決めるべきである｡

中小工業の賃金制産について,充分に徹底的な調査

所究を行ったとはいえないが,社会主義的な民族意識

に根ざした中小工業の賃金制定論と,修正資本主義的

な,現実に板ざした中小工業賃金制定論との対立が,

民主弧国民軌民族的広場に於いて,はたされんと

しつつあることを,ここ紅力説して輩を摘くこと托す

る｡

-完-


